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寺子屋参加希望の保護者の方へ 

岡本寺 住職：平田信活 

2024 年 春休みの寺子屋 住職の考え 

2023 年の春休みの寺子屋は 1 日 6 時間を 5 日間＝30 時間、「てらやま」で子ども達に

自由に過ごしてもらいました。主催者側としてはハラハラドキドキでしたが、幸い大きなけ

がもなく終えることが出来ました。子ども達の感想文を見ると、その楽しさが伝わってくる

ものばかりでした。また保護者からも子ども達の成長の様子が分かるものが多く寄せられま

した。まずは成功だったと思います。 

「柳の下にいつもドジョウはいない」ということわざがありますが、一度うまくいったからと

いって、必ず同じようにうまくいくわけではないということを肝に銘じて 2度目の「てらや

ま」での春の寺子屋を行いたいと思います。 

「遊びの三間（サンマ）」という言葉があります。遊びが成立するためには「時間」「空間」

「仲間」この 3つの間の付くものが必要だと言われています。今、子ども達はお稽古事や塾

で時間に追われ、自由に遊びまくる場所（空間）もなく、友達と遊ぼうと思っても時間が合

わず、遊び仲間のない状態です。今年 65 歳になる住職が子どもだった昭和 40 年ごろは、

たいていの子はヒマでした（中には生活費を稼ぐためにアルバイトをしていた子もあります

が）。道路はまだ舗装されていなくて、車も少なく、子どもの遊び場でした。学校から帰った

らカバンを放り投げて、子どもが集まる駄菓子屋や四つ角、近くの神社に行けば、もう何か

の遊びが始まっています。ビー玉やメンコ、缶けり、Ｓけん。時には川へ行って魚とり。あ

るいは山に行って水晶採り。学校の決まりで校区外に出ないとか、川で遊ばないとかきまり

はあったように思いますが、そんなのは気にせず、いろんなところで遊びまくっていました。

もちろん子どもだけです。今の親が見たら、びっくりするような危険なことをやっていまし

た。ただ、年上の子が年下の子に対していろんな配慮をしていました（異年齢の仲間がいま

した）。そんな経験の中で、人とのかかわり方や思いやり、ケンカの仕方、自然に対する知識、

地理感覚、体力、気力、集中力、問題解決能力、危険回避能力など人生で必要な様々な力を

遊びながら、主体的・能動的にいつの間にか、獲得してきました。 

そんなことをたった 5日間の寺子屋で身に着けようというのは無理な話ですが、自分で考

えて、自由に遊ぶことの楽しさを味わってもらいたいと思っています。寺子屋では遊びの三

間の中で、「時間」と「空間」は保証されるのですが、「仲間」は自分で作って行くしかあり

ません。遊びの安全性を高めるためにも「仲間」は大切な要素です。そこで今回は初日に「てら

やま」の整備をみんなで行いたいと思います。はじめはスタッフやボランティアさんの指図

の下、子ども達に動いてもらうことになると思いますが、整備作業で一緒に汗をかく中で、

徐々に仲間が出来、子どもたち自身がどのように整備するかを考えていくことになるでしょ

う。様子を見ながらスタッフたちは徐々に指図をひかえ、子ども達に任せていきます。2 日

目からは子ども達で好きなことを好きな仲間と楽しんでもらいます。 

山では何が起こるかわかりません。安全対策には限界があります。またケガなどに対する補償は

お寺の加入している保険内でしか行うことは出来ません。それらのことをご了解の上、ご参加くださ

い。遊ぶ範囲は決めてありますが、子ども達の把握と安全管理を十分にしていくためには大人の

目が必要です。どうぞボランティアでご参加いただける方も募集しております。詳しくは裏面や岡

本寺のホームページをご覧ください。 






